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論文の内容および審査の要旨
本申請論文は,ア ミノ酸に対して味覚感受性の
高いことが知 られているコイの味覚器 を材料 とし
て,分 子生物学的,免 疫組織化学的に味覚受容に
関連するGタンパ ク質について調べたものである。
Gタンパク質は,細 胞膜 を7回貫通する特徴的
な分子構造を有 し,細胞膜上に発現 している受容
体の中では,最大のファミリーとして知られてい
る。味覚教容 に関連するGタンパク質をクローニ
ングするために変性 プライマーを作成 し,コ イの
ヒゲからmRNAを抽出 し,RT-PCR法によって
得 られ た300bpのcDNAをクローニング した。そ
れ らの部分塩基配列をシーケンサーで計測 した結
果,い くつかの味覚受容 に関連す る候補配列が
見つかった。その内で相同性の高いB11をinsitu
hybridizationに使 用 した と ころ,RNA-RNAハ
イブリッ ドは味蕾 中の上部 に多 く存在すること
が確認 され,Bi1は味蕾 中の上部 に多く存在 す
ることが確 認 され,B11は味蕾 中の細胞に由来
するGタンパ ク質の部分配列であることが判明し
た。一方で,齧 歯類においてはガス トデユーシン
(gustducin)と名付けられた味覚受容に関連す
るGタンパ ク質(本 実験 と同 じクローニングサイ
ト)の一部 を抗原 として作 られ た抗体(市 販)
を使用 して免疫組織化学的に検討 した。その結
果,コ イの ヒゲにある味蕾内に抗原抗体反応は見
られなかった。抗原とされた特異的なアミノ酸配
列部分をB11の同じ箇所の配列 と比較すると,齧
歯類の ものとは著 しく異なっていた。詳細な違い
は,得 られたB11の全ア ミノ酸配列を明らかにし
て,他 のGタンパク質 と比較 し,さ らにその分子
動態を明 らかにしてゆくことが今後の研究発展 に
つながるものと考えられた。
この学位申請論文に対する一次審査会は,平 成
20年1月15日に開催 され,申 請者 に対 して口頭
試問と語学試験を行った。
口頭試問は,① 基本的な知識,② 研究論文内容
の意義,③Gタ ンパク質とは,④ 魚類とほ乳類の
味覚の違い,な どに関 して行われ,い ずれも適宜
回答が申請者より得 られた。また生理学的な専門
用語や語句についても質問が出され,適 確な答 え
が得 られた。
語学試験 は,「唾液 と味覚」に関す る英文を邦
訳 させ,審 査委員会として合格の判定を下 した。
その他,申 請論文に対 して,各 審査員から,誤
字 ・脱字 ならびに2～3の 説明不足な箇所が指摘
された。これに対 して申請者 は翌 日訂正 した論文
原稿を提出 し,審査員の査読の上で訂正を了承 し
た。
審査の結果,本 審査委員会 は,論 文の内容,申
請者の学識と人柄 などを鑑みて,博 士の学位 を授
与す るのに充分に能いす るものとして認める。
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